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に
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あ
り
、

し
か
も
、
奮
的
に
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1
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丨
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00
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00-
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期
間
、
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瓦
丨
八
〇
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•
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初
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り
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稍
•
中
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局
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り
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る
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し.
て
ゐ
る
：か.
否
か
を
知'る
：と
と
が
肝.
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る
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を
參
照
ず
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に
、.
一
般
に
考
へ
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れ
て
ゐ
多
や
ぅ'に
、
と
の.
變
動
は
、
エ
藝
枝
術
上
の
跌
序
と
か
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政
治
制
度
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口
上
の
事
實
と
は
何
等
の
關
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も
な
い
。
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れ
に
反
し'て
、
社
會
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殊
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ぐ
、
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次
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、'::人
類
間
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:
動
*

移
民
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大
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维
は
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ろ
入
廣
面
に
多
い
？
然
し
か
、

.
る
非
經
濟
的
事
實
と.
の.
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關
性
は
、
，ヒ
れ
に
先
行
す
る
經
濟
的
諸
鄯
實
に
-ょ 

-
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V
條
# ,
附

け

ら

れ

：
る
：
の

.
で
あ
る
。
然
ら
ば.
經
«

的

事

實

と

，
は

^

何

な

；
る

關
#

に
立
つ'か
。
先
：づ
、
經
濟
組
織
或
咚
經
濟
機
權
の
發
展 

，を«

る
に
、«

0 '
'.
最
大
の
：特
徼̂

な
し
：て.
ゐ
る
交
換
經
濟̂

擴
張
ば
、/
八
局
面
ょ
ゥ
は6
局
两
に
於
い
て
最
も
大&

る
發
展
を
示
し
、 

«

に
叉
、
他
の
特«

で
あ
る«

業
私
對
す
各
エ
業
活«1,
の
增
進
も
、'
又
：、
ょ
り
，生
產
的
な
.
る
生
產
制
度
の
發
展
も
共
に<

局
面
の
：も
の 

.
せ
な
く
^

て
、
5

局
丽
(0
も
の
セ
あ
る0
#

働
組
織
0

發
展
は
、<

、
ぉ
兩
者
間
に
異0.
:た

態
様
を
以
つ
：て
卜
 

'然 

.
る
に
彼
に
ょ
れ
：は
：斯
様
な
諸
事
實
或
は
經
濟
坐
活
：上
の
諸
機
關
の
種
々
な
る
參
加
は
.、
：

そ..

の
も
.の 
<
中
に
八
'.
»
6
:を
坐
ず
る
本
源
的
自 

.
足
的
運
動
を
包
含
し
て
は̂

な
い
の(

で
あ
0
七

：
從
つ
て
他(0
要
素
に
ょ
つ
て
更
に
條
件
付
け
ら
れ
る
に
外
な
ら
ぬ
と
謂
：ふ

。
^
, 23し

 

ぃ

へ
そ
と
で‘

^
濟
生
活
の
機
能
上
の
事
實
に
眼
を
轉
ず
る
'°
坐
產
活
動
の.
：肉
面
'に

# .
す
る
生
產
醬
及.
價
格
の：

經
濟
的
要
素
は.
各.
々
A

局 

、面
に
於
い
：て̂

騰
し
、
，6

局
而
に
聆
い
：：て
.
下
降
し
て
ゐ
：る
、
坐
產
費
中® :
要

な

る

部

面

：
で
；
あ

る

エ

■#
:
は

、y
A
員
05
[

に
，
於

い

，
て

全

體

と

し

 ̂

f
t 
ow-
0̂ 

:fc
，
五.

.
c.
lv 
五
.
五
 
ノ



cr
I

m
p.
n
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M-
ow 

-
^
00
^
03
^
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七
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、
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.

 

.

て
>._

ず
る
け
れ
ど
も
、
.
而
も.
生
產«

格
以
上.
：に
は.
上
セ
得
な'い
]6::

一
こ
れf
e

反
：し
て1
，̂
局
面
忆
於
い
て
は
、
.
價
格
の
；下
落
は
急
缴e 

あ.
つ
：ず
、.
‘賃
銀
饮̂

に
：下
落
：ず
：嗜

：
<:
れ

が

ノ

：勞

働

：
の

糙

濟

韵

用

、
機

械

冷

利

用

を

 

次

に

分

配

の

局

.而

に 

於.
い.
：
で?>
:

、..
所

贫

財

產'上

の

：
當

及

：
所

得

上

：
の

^

は

觀

れ

宸
^

岗
面
^
^
^
 ̂

い
で
減
少
し.
て
ゐ
る
。
然
し
て
、 

こ
れ
#

坐
產
及
分
配̂

0:
諸
變
前
は
結
局
ず̂
:

に

物

憤

變

前

；
に

ょ

^̂ 

2.V
O)

私
經 

濟
ん
公
經
濟
的
と̂

最
期
間
ば
苴
る
特
微
的»

動_
.

に
>:
:

等
じ
い
檫
ね
觀
察%

ぢ
れ
、：

而
し.
て
>.

其

の

變

動

の

..支

配

的

な

る

も

の

は

ぬ

。̂

國

民

的

な

輸

觀

集

團

吼

の

經

濟

關

係

經

濟

素

を

考

察

す

る

に

、
：，
長

期

間

に

於

'
い

て

碑

等

し
 

い
變
翁
が
現
味
れ
で
ゐ
备o
'1]「

ち.
，國

際

交

換

：の

.
發

膜

：は
>

^
局
^
^
^

3

局
雨
に
於̂

で

は

分

量

；の

加

速

的

.
運
軌
ぁ̂

で_

故

か

ざ,0,
^
:

ぬ
經
濟
敗
繁
：に
:'
"

就.
て#
9

や

A:
fc
め
い
て
呔'

交

換上
； .

の
便̂
,
 

篇
度
わ
押
し
迤
か
ら
札
各
ゼ
皮4.

3

.ゆ
於
れ
て
鋈
迫
と
謹
あ
が
强
制
せ
ら
作
て
ゐ
る
9

而
し
'
此

^

の

拿

實

も

條

仲

付

け

る

も
 

の̂

は
な
ぐ
し
：て
修
仰
附
け̂;
^

ふ
も
0

忆
外
な
ら̂
?:
.

次
|に
生.
產
ど
消
级
ど
：の

關--
^

を
見
备
^

て
敏
過
せ
ら
れ̂

生
產.
の«

現
^
'

旦
に.
於
：い
て.
は
使
用
を
@
過
す
る
貨
物(0
處
分
が
生
ず
る0:
德
ら
^

來
み
かp
:
s.

の
：說
明
の.
爲
め£

彼
は
最
後
に
經
濟
組
織
の
；
一

..
：般
的
機
能
的
事
實
と
し
て
貨
幣
的
妻
に
到
達
す
る
，。
彼
は
貨
幣
的
事
實 

を
科
學
的
に
硏
究
す̂-
が
爲
办
ぬ
比
客
觀
的
な
具
體
的
な
貨
幣
數
量
，

'と
：し

て

；
取

扱

ふ

こ

と

：
を

)

要
す
る
と
し:.
>

と
れ
が
：爲
：め
に
は*

有
効.

丨
 

な
各
貨
幣
的#

段
全
|}
|
'
を
：包
含
す
る
と
と̂:
£
>
:

と
れ
に.
更
に
流
通
速
度
其
の
他
の
條
件
钇
加
味
す
.
る
0:
該
數
量
は
：全
體
的
に
は
增
大 

す
る
も
、'
A

局
面
m

於
い
で
は
典
0:
:

速
度
を
果
め
玢
局
而
に
於
い
：，て
ぼ
、
：其
の
：

|速
度
を
減
す.
る
0
&,

の

事

實

咮

正

に

'物

價

運

動

と

符

合
 

し
て
ゐ
るo
.
而
し
て
、
彼
は
貨
幣
數

4

論

に
.
從
つ.：

て
.
乙

の

符

合

を

依

存

關

係

に

迄

發

展

せ

し

め

る

。

然

：
し

、

彼

は

：、
.
そ

れ

が

取

純

な

る
 

貨
幣
數
量
說
に
立
脚
す̂

、

の
で
は&:
ぐ
し.
て
，次
0(.
諸
點.
に.
於
：い*
^
 ̂

即
ち
、'
彼
0

證
.明
ば
犋
な
る
兌
換

1I1|II|I
|1
|
IIi
I
i
i
I
謹
1
1imI

ぺ
激
の̂

で
は
&:
く
し
て
ー
不
換

^
^

を
：も
包
含̂

て
ゐ(

る
と
と
も
に
、
戰
に‘、
A-
み

初
期
及
B
'
tc
於
い
て
常
に
明̂

貨
幣.
手
段
數
t :
は
物 

'
使
に
先
-̂

し
て
は
ゐ
る
が.'
 

こ
れ
に
ょ
つ
て
共
の
依#

關
係
：ば
自
働
的
直
接
的
に
は
現
ば
れ
て
ゐ
.
な
い
。'
即
ち
A
:

に
於
て
は
物
價
の
'上 

界
度
は
貨
幣
宇
段
齪
置
ょ
り
は
低
い
が
、
そ
.
れ
は
貨
物
取
；

S
®

凝
通
速
度
及
び
價
格
と
同
時
に
增
加
す
る
が
ら
で
あ
る
。
X
B

に
於 

い
て
物
價
ば
貨
幣
手
段1:
:

ょ
り
は
斷
然
低
下
ず
る
が
、
.

そ
比
後
者̂
^

加
0(
ゆ

，る

き

に

比

し

セ

職

引

量

が

增

加

す

^

か

ら

，で

あ

る
0 

.
'
ー
要
す.
る
に
前
述..
の
如
き
生
產.
、
，分
配
其
の.
他
(0
',

經
濟
的
諸
關̂

動
に
對
1>
で
先
行
す.
る
も
'
の
は
貨
幣
運
輝
で̂
 

長
期
波
動
の
究
極
の
原
因
は
後
苕
に
も
と
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

從
て
> 

次
ば
、
こ
の
先
行
敗
貨
幣
運
_

の.
分
析
に
道
今
：
先
づ.
法
外
取
る
紙
幣
發
行(0
'.
蠻
ロ.
は.
別
，と
し
セ
、
更
に
又
、
'慕

用

金

が 

經
'濟
以
外.
の
方
洪
を.
以
0

て.
は
流
人.
ず
る
こ.
と
の
な
い
即.
ち
鑛
山
を
所
贫
し
て
ゐ
な
い
國
家
を
想
定
す
る
。
茲
に
於
て
は
銀
行
や
企
業 

h
が_

ず
る
金
ば
坐
產
的
に
使
用'せ
5 -

れ.
る,

共
の
用
途
ゅ
主
と1>
'
て
、.
.
長
期.

£
日1
^

生
產
財
或
は
原
料
生
產.
に
投
ぜ
ら
れ
る
。
而
し 

て
、
か
V:
る
刺
戟
を
受
け
み
生
產
部
門
ほ
信
用
の
堦
太
に
ょ
づ
て
事
業
活
動
钇
塒
大
ー
し

> 

車
に
他
の
部.
門.
に
迄
波
及
し
、
，價
格
は
金
.舣 

的

ぬ

響

す

る
？:
と
>

#

る
。
，
利

潤

は

1

,
般
时
，fe
璿
加
す
る
も
撤
初
ゐ
部
門
に
轮
い
セ
最
高
で
务
る
。
生
產
鸷
は
急
速
に
は
昇
ら
ず
、 

他
め
部
門
へ
ぺ
の
販
寶

^

ブ
歷
高
い
傲
格
を
以̂
七
せ
ら
^

る

が

^

で

あ

么

タ

今

 

消
费
販 

路
の
锨
少
は
丨
そ
れ
氣
體
或
る
程
鹿
^

^

限
を
持
ク
も
の
で
利
激
呔
依
银
高
騰
を
續
け
る
’
然
ら
ば
非
經
濟
的
金
流
人
は
如
何
と
い
ふ 

，.
に
，

こ
0 -

取
合
に
は
消
禮
財.
に.
對
す
る
需
要
、と
な
备
が
、
''
',
.£ .

の
部̂

ょ
り
逆
に̂

產
部
門
へ
ゝ
の
需
要
を
增
火
す
る
。
'
結
局
、
金
の
增
天 

は
總
て
坐
產
活̂

を
堦
大"
せ
し
か
る0

次)

に.
不
講
幣
ゆ
增
發
ば
如
何
。も
と

ょ
^

相
當
の
献
度.
を
有
す
る
も
の
と‘し

で
の
，
條

件

の

'も 

ゾ
と
に
セ
ゆ
あ
る.
が.
>,

'そ
：の
：場
合
に
は.
こ
；管
坐
產
的
用
逯
に
使
相
す
る
と
、

—

生

產

留

途
fc

用
ぅ.
る
と
を
問
は
ず
、
.

前

述

：
の

場

含

と 

同
様
め
經
濟
敌
動
：を
旺
鑛
私
ら
し
.
め
，る0
"
宛
も
戰
#

に
於
け.
る
場
合
办
如
き
が
と
れ
で
あ
る.̂^

に«

局
面
'で
あ
.る
が
、
一
こ(0
員
®
で

^
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ニ
£
%
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法
款
せ
^ :
れ.
る
0
は
、
經
濟
活
動
を
推
進
す
る
要
素
即
ち
金
利
.
の

暴

：が
あ
る
に
拘6
ず

、
，
經

濟

：
活

動

が

：
壓

追

せ

& .
ル
囘
避
せ：

ら
れ
る 

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
拿
實
坟A
局
面
ど
關.
聯
b
v

^c
Q
機
に
考
べ_
6
れ
る
o:.
<
即
ち
好
況
肩
面̂!.
あ
0

て
« :
^

^
<5.
傺
に
镇
叫
が
，ー
定

の
，價

値
を

以0
,て
一
定
の
數
量
の
販
賣
：せ
ら
れ
る
こ
と
を
條
件
と

3

•て
—
潤
の
增
加
が
祆
ク
だ
か
で
'あ
る
o
そ
れ
が
實
現
，せ

』

れ

ざ

ふ
:u
 

限
り
、「

.虛
僞
の
門」

に
立
.つ̂

の
で
.あ
る

a::

ご

の

飯

局

の

舨

賣

纂

办

行

成

し

め

，
游
つ
て
企

■

擴

張

せ

し

め

る

爵

は

.貨
幣
或
ば 

こ
れ
に
ょ
つ
て
支
持
せ
ら
扣
る
信
用
に

^
.る
外
は
^
い
0
然

るk.

貨
幣
ば
*:
て
..收
縮
し
;*
;
信
用
レ
亦
收
縮
デ
る̂
至
ふ
。
' す
^
と
、
坐
. 

產
者
商
人
孰
れ
も
其
の
商
品
を
急
速

)
に
販
寶
ず
る
こ.と
.を
要
し
、.值
格
は
下
落
せ
、ざ̂:
釔
得
ぬ
0.
'
«
格 

坐
產
制
服
ニ
、
外
國
の
競
歌
を
排
除
す
：る
保
護
政
策
が
：あ
る
が
何
れ

..も

所

期
0-
目
的
と
.反
對
：の
結
果
を
招
來
す
'る
？

：
 

： 

V 

.結
局
す
る
に
彼
は
貨
幣.手
段
の
务
：グ

圩

局

面

に

於

け

：る
增
加
減
少
を
以
づ
：て
長
期
波
動
の
举

一,

切
の
A
 .

B

に
：現

は
.
る
V

諸
特
徵
を
說
明
し
や
ぅi

す
る
：の.
：で
；あ
るo.

而
し
て
經
濟
的
進
歩
は
.此
等
兩
局
面
を
通
し
て
現
は
れ
來
る

。
.

「
'1

麼
多
く
の
貨
物
の
生
產
と
所
得
の
墙
大
と
價
格
の
絕
對
的
相
對
的
低
，落

」

' 
の
中
に
も
と
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
.
。
，
こ

れ

が

か

.
B 

I
 

丽
を
通
し
て
現
は
るX
と
と
は
特
に
注
意
す
：ベ
.
き
セ
あ
る0 
:例
へ.
ば
：八
：
：に

於

て

：
ば

積

極

的

な

即

ち

生

產

.
に

附

隨

し

た

利

益

は

增

太

す

る 

が
、
他
商
脱
得
の
增
大
は
寧
ろ
ぉ
に
於
い
て
‘見
ら
へ
る.〜

。
' :

,
 

.

第

二

章

に

於

け

る

問

題

は

長

期

波

動

：と

し

：
て
：
の
：

.
<

盾
献
と
玲
最
茴
ど0 -

轉
換
期
と
1>.
で
現
世
银
恐
慌
を
觀
取
し
や5

と

す

_る
の
で
あ
ぺ 

る
。
先
づ
問
題
と
な
る
の
は
物
價
指
數
で
.
あ
る
；̂

は
謂.
ふ

迄

も

な

：：い

:°

彼

ば

謂

ふ0
^

を

論

者

はV:
が 
>

る

長

期

波

_

の

轉

換

期

を 

な
す
も
0 :
1.
は
：
ー
.
九
ニ
0

丨
5

^

で
あ
る
と
述
人.

て

ゐ

杏

1 :

三
の
例
外
を
除
い
て
他
の
諸
資
本
主
義
' 

國
は
孰
れ
も
前
轉
換
期
一
八
五
六
年
以
降
に
現
は
：れ
た
：

^ :

轉
換
期
は
：ー
> 
九
，
一
ー
九
年
で
ぁ
：
っ

セ

、

.

ー
：
九1
0

铝

以

：降^

於
^

て

は

：

一「

般

：
に 

漸
髙.
の̂

軋
が
現
は
れ
て
ゐ
るo'.
こ
の
：事
實
ば
單.
に
® :

賣
物
慎
全
體
に.

の
傾
向
を
：示
し
て

.ゐ
：
る
タ
唯
小
.賣
物
債
の
如
き
に
は
仲
縮
性(0
.多
少
異
つ
：た
.̂
0
が
發
見
せ
ら
^
^'

¥

然
レ
、
ぞ
れ
は
從
就
：の
經
驗
が
ノ 

ら
し
|

5
間
の
特
微
杧
屬
す
る0::其
の
他
±
地
家
屋
め
如
ぎ
持
續
財
に
於
：い
：で
も
、孰
れ
も
.其
0
騰
勢
を
±
め
；更
に
低
下
の
步
調
を 

示
し
て
ゐ
る
o
'ど
.の
事
實
は
八
：
ょ

各

.人
；(0
'
轉
期
め
特
徼
で
あ.今

1
づ

と
に
株
式
相
場
ぼ
、
ー
明
：に
：

1

九
1

5

年
ょ
£

1

九
年
迄.
に
高
騰
し
、_

 

て
、
一
九
一
一
九
部
に
這
る
と 

共
紀
斷
然
1'
落
し
て
ゐ.
る.
ご
：と
も
1..
特
徵
で
あ̂

:0
以
>..
0
價
格
遝
動
の
み
で
は
な
く
、
生

產•

分
配
の
機
能
上
の
諸S

實
を
顧
み
て 

も
，
孰
れ
ちr

九

一

ー

八

丨

九

苹

に

於

^

て
經
驗
上
が
局
而
忙
這
つ
て
ゐ
る
タ
更
へ
に
叉
^

減
濟
組
織
の
機
能
の
ム̂ 

て
：ギ
 

八

ょ

り

丑

べ

の

轉

问
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現.
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れ
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ゐ
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戎
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於
け
る
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べ
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し
く
相
反
撥
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製

せ

ら

れ

、
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各
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經
濟
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衞
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又
長
期
波
励
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期
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示
す
他
.
の
棍
轉
足
あ
.ふ:0,

含

：、̂:
«

の
樣
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原
因
中
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中

心

的

故

る

霧

側

ぬ
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轉
期
ぼ
國
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て.
遲
述.
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あ
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.
つ
た
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：即
ち
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，從
來
：が
金
融
的
優
越
的
地
猶
起
急
速

_

羹

し

得

る

と

信

じ|
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¥
^

又
法
外̂

通
貨
を
亂
發
し
た
る#

に
於
い'
て
：も
同
：
_

'1
;
'あ

0 :
:
だ
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0

へ
こ.
れ
に
反
し
で'V:
勝
償
偾
權
の
葙
利
な
衣
辨
濟
；に
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^

の
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を
取
得
し
た
各
國
ば
自
働
的
杧
活
動
カ
を
維
持
し
だ
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總
で
此
等
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特
徽
は
現
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囊
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蜇
|
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ふ
搞
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變

化
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れ

略
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率
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低̂

レ
ゝ
信
批
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漸
次
に
低
下
し
ゝ
へ
景
氣
後
退
^

拍
堪
を
が
け
づ
、
あ
るo

最
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に̂

の
如
く
結
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ゐ
る
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大
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に
於
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魂
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濟
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又
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ゐ
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；
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簾
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る
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ず
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す
れ
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彼
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励
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钇- ^

極
^

に
卿
に
ず
る
馨
か
む
藥
素
釔
包
含
ず
る
も
^

を
^

黎
を
叨̂

し
た
^

と
考
’
る
ヵ 

へ.
彼
は.一

丸
一4
©

帮
を
轉
期
と
す
を_

波
»

說
ぞ
杳
定
し-:-
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ん
サ
高
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論
^
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^

貝
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銀
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對
論
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を
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事

實
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符

僉

せ

が

れ

虛
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あ
：
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^
な

：し
、
»

に
魏
戰
爭
や
財
政
や
國
際
。間̂

^

恐
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を
も
と
，め'や
ぅ
占
す
岑
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げ
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酮
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^
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近
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仲
縮
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、
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的
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化
ず
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丨
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ボ
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ず
る
も
：の
は

.
こ
<0

交
替
期
に
外
な
ぢ
ぬ0

.;
;
:'

.

:
以
上
の
外
恐
慌
對
策
に
關
す
る
彼0

所
論
に
鍊
い
て
は
略
す
る

)

こ
と
\

す
る
0.

:
'
1.

:

要
す.
る
に
彼
の
所
說.
は

金

融

的

景

氣

理

論

：に

屬

す

べ

.
；
き

も

，
の
；
で

あ

.
る
。.
而
し.
てW :

物
債
と
貨
幣
供
給
量
と
の
機
贼
的
關
聯
の
考
察
の

. 

•
み
に
陷
る
こ
ど
な
く
ゝ
多
少
と
も
有
機
的
迄
說
明
じ
セ
ゐ
る
點
涔
ン
數
赏
說
的
見
地
を

-

步
進
^

^

の
檫
に
彼0
所
論
は
表
現
が
不
滿
足̂

る
0'.
み」

な
:̂

ず
、>
其
0;
內
容
が
：、I:

面
に
於.
い.
て
、
餘
.々
に
：
錯

雜

、
で

波

あ

る

名

に

他

^

於

い

^

o

簡
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す
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の
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付
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へ
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